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先日ニュースで、「指に巻きやすい絆
創膏（はんそうこう）」の誕生秘話が紹
介されました。これまでの絆創膏は、
一人で指に巻くとき絆創膏の端と端が
くっついて貼り辛かったようですが、
この絆創膏は滅菌ガーゼの部分が端に
あり、一人でも難なく指に巻ける仕様
です。写真は発明者の茨城県結城市立
江川北小学校4年生（当時９歳）宇賀
持琴音（うがもちことね）さん。 
2022年世界青少年発明工夫展で銅賞受賞の琴音さん
のアイデアを企業が商品化しました。まさに「？」が
「！」になる新しい発想ですね。（写真はマツモトキ
ヨシサイトより）変化の激しいこれからの社会を生き
抜く子どもたち。本校の授業でも自分なりの「問い」
を持って思考を深められるよう鍛えていきます。 
 

 
 

 夏の終わりに植えたほ
うれん草や水菜、春菊、
サツマイモなどの冬野菜
が収穫の時を迎えまし
た。中でもひときわ立派
に育った大根。土袋を活
用しての栽培で、見事な 
大根が育ちました。みずみずしい野菜をたっぷり使い、
おいしいおでんが完成。仲良く味わっていました。 
  
 
    

右は高学年鉛筆ショップの様

子。鉛筆ショップの収益は特別

支援学級の教育充実に役立てら

れます。また、ベルマーク運動

のポイントは、子どもの希望を

踏まえ、ラグビーボールや長縄

などの遊具と交換します。PTA

学級委員の皆様、ベルマーク集

計大変お世話になりました。 

【１月前半の主な行事】 

９日（火）３学期始業式 

１１日（木）PTA 運営委員会 

１２日（金）５年木工教室、読み聞かせ 

１８日（木）食の指導：低・中・高（外部講師） 

２０日（土）鏡開き（ぜんざいなどのふるまい） 

 

 

 

 

強く正しく明るく 

 

明日から 17 日間の冬休みに入ります。新型コロナ
５類感染症移行後、初めての正月で、久しぶりに遠方
のいとこなどの親戚に会うことを楽しみにしている子
もいるようです。「いつでも・どこでも・誰にでも」気
持ちの良いあいさつを進んで行い、家庭や地域でのマ
ナーや約束事を守って、楽しい時間を元気に過ごして
ほしいと思います。 

「冬休みの過ごし方」などのプリントを親子で読ん
でいただき、自転車乗車時のヘルメット着用、あごひ
も締めなどの交通ルールを守り、かけがえのない命を
大切にするようご家庭でも話してください。 

 

2 学期の終業式では児童代表で、２年木下あかりさ
ん、３年木村こうたさん、４年平野ちなつさん、６年
竹熊ゆりさんが今学期の自分の成長について発表しま
した。校長講話では、八幡っ子の頑張りを「写真ニュ 

ース」で振り返り、新年を迎える心構えについて話し
たところです。また、掃除や手伝いなど家族の一員と
しての役割を果たすことや、正月には 1 年間の目標や
なりたい自分のイメージを具体的に持つことなどにつ
いても話しています。 

「一年の計は元旦にあり」 
ご家庭でも新年に、どんな 1 年にしたいのか、どん

な夢や希望を持っているのか、子どもたちとお話しい
ただくようお願いします。 

2023 年も残すところ９日。本校の教育活動へのご
理解とご協力、誠にありがとうございました。どうか
心温かな良い新年をお迎えください。 

 
 
体育館が使用

できないので、
Zoom配信しま
した。テーマは
「ウイルスから
身を守ろう」。 
感染症予防のためにできる具体策を確認しました。 

 
 
写真は学校に現存する写真ア

ルバムの一部です。１５０周年
記念誌に掲載する写真のピック
アップなどの作業の他、卒業生
名簿起こしなど根気のいる作業
に注力していただいています。 
アルバムをひもとき、八幡小の
歴史と重みをしみじみと実感し
ています。 

 

今年もお世話になりました 

～２学期終業式～ 

 

♪ 小学生のアイデアが商品化 ♪ 
～「？」が新しい発想「！」を生む～ 

くらつか学級・かがやき学級・ひまわり学級
育てた野菜で おでんパーティ 

150 周年実行委員会活動報告 

 

 

 

 

鉛筆ショップ・ベルマーク運動への 
ご協力ありがとうございました 

12/21 児童集会 ～保健委員会～ 



 

 

 


